
                 令和 7 年 3月 24 日 

・杉並区立中瀬中学校 学校運営協議会だより 【令和 7 年 3 月】・ 

    中瀬中学校 学校運営協議会 
                                   会長  唐澤 弘子 

・令和 7年 3 月 17 日学校運営協議会の概要・  

 

１．年度末を迎えての学校の様子を伺いました。 
 ・（2/21）都立高校の一般入試終了: ＊卒業生 180 名全員の進路が確定したとのことです 
 ・(2/25～27)学年末考査 
 ・(2/27)桃井五小読み聞かせ:図書委員有志約 10 名が参加、やりがいを感じ進め方も向上し定着の様子 
 ・(3/4)3年生もちつき大会:地域の支援も受け良い経験となり、楽しい時間を過ごすことが出来た 
 ・(3/6)1 年生 2年生学習作品展 保護者会 展示作品鑑賞、3 年生劇団四季鑑賞（有明・ライオンキング）：

東京都教育委員会「笑顔と学びの体験プロジェクト」に応募→お台場のホテルでビュッフｴ昼食を楽しむ→
素晴らしい卒業の思い出になったと思われる 

 ・（3/7）学習作品展、広島ウィロビー小笠原報告会、3年生保護者会 
 ・（3/11）3 年生セーフティ教室：薬物濫用防止、DARC(薬物依存症の回復リハビリ施設)の方が来校講演 
 ・（3/12）卒業式予行仮体育館にて、在校生卒業生全学年で実施 
 ・（3/15）卒業式：都立稔ｹ丘高校にて、前日当日 1～2年生が熱心に準備。式典終了後卒業生は貸し切りバス 
  で学校に戻りクラスそれぞれでわかれの催し 
 【補足】卒業式式典には協議会委員も出席の機会を得ました。 

在校生の送る言葉と合唱｛Let‘s search for Tomorrow｝、卒業生の別れの言葉と合唱「大地讃頌」「友～旅
立ちの時～」。心の籠った送る言葉も別れの言葉も素晴らしく、伝統の合唱も極めて感動的でした。 

   在学期間の殆どを仮校舎と狭い校庭（別れの言葉の中では「箱庭のような校庭」）で過ごした卒業生は、
部活の不便さも含め「ハンディある学年」という巡り合わせでしたが、共に過ごした同期の友人との間で
「インパクト有った中瀬時代」として、将来良き思い出になることを願うものです。 

・残る期間の予定は （3/21）1年生球技大会 ・（3/24）2 年生球技大会、全校美化 ・（3/25）修了式 
・新年度は （4/7）始業式 ・（4/8）入学式：本校体育館にて実施、142 名入学予定 でスタートです。 

２．PTA より 新年度スタッフが決まったとの報告を頂きました。（省略） 
３．「令和 7年度教育課程について（届）」の説明を頂き、学校運営協議会として承認致しました。 
４．その他 
・現協議会委員米元洋次氏は今年度末で退任し、新年度より内藤由香氏（協議会現役保護者枠委員）が保護
者枠を外れての委員に就任、現役保護者枠委員には新年度 PTA スタッフ副代表が就任の予定です 

 ・「運営協議会だより令和 6年度」が出来上がりました。関係各位にお届けいたします。 
 
【追記】 
 「校舎改築に関する要望書」（支援本部「結」/学校運営協議会/PTA 連名で区長及び教育長に提出予定）の文

案の検討を行いました。 

以上 

 【運営協議会予定】 次回 4月 28 日（月）15：00～    
（CS 広報月刊版）                 


